平成27年度　第4回
一般社団法人東京形成歯科研究会主催
公益社団法人日本口腔インプラント学会
「認定講習会」及び「研修会」開催のご案内

■送信枚数：　6枚■

講演―――――――――――――――――――――――――――――

「循環器疾患と歯科口腔外科ならびにインプラント抄録﷽﷽﷽﷽﷽﷽﷽﷽﷽﷽﷽﷽﷽﷽﷽」－抗血栓療法患者のガイドラインを含めて－
医療法人神州　社団東京駅前歯科口腔外科理事長・院長／明海大学歯学部客員教授　白川正順　先生
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「骨補填材の臨床応用」
報徳歯科院長／一般社団法人東京形成歯科研究会　　豊田　寿久　先生
[image: G:\佐野資料\顔写真\東京形成\豊田 寿久 先生.jpg]

「イタリアインプラント学会のトピックとハイテクノロジー（２０１５年６月）」
テルミナ歯科クリニック院長／一般社団法人東京形成歯科研究会　　鳥村　敏明　先生
[image: G:\佐野資料\顔写真\東京形成\鳥村 敏明 先生.JPG]
開催概要―――――――――――――――――――――――――――

日　時 

平成27年月7月26日(日)　10:00～

場　所 

オクデラメディカルインスティテュート　セミナー室（5F）
※当日は、「4F・王子フィットネス＆ジム」までお越しください。
5Fセミナー室へは4Fを経由して頂きます。

住所:東京都北区王子2-26-2　ウェルネスオクデラビルズ
TEL :03-3919-5111　／　FAX:03-3919-5114
※当日の連絡先 TEL:03-3912-9275

お申込み方法　
別紙「参加申込書」に必要事項をご記入の上、FAXまたはE-mailにてお送り下さい。
〇送信先 →　FAX：03-3919-5114
〇送信先 →　E‐mail：okudera@carrot.ocn.ne.jp　

講　師 

医療法人神州　社団東京駅前歯科口腔外科理事長・院長／明海大学歯学部客員教授　白川正順先生
報徳歯科院長／一般社団法人東京形成歯科研究会　　豊田　寿久　先生
テルミナ歯科クリニック院長／一般社団法人東京形成歯科研究会　　鳥村　敏明　先生

タイムスケジュール

10:00　～　　講 演　「豊田　寿久　先生」

11:00　～　　講 演　「鳥村　敏明　先生」
　　　　　　　　
12:00　～　　昼 食（お弁当）

12:45～　　　次世代照明“CCFL” 商品説明／歯科医院等導入事例　「㈱クリーンパトロール」　

13:30　～　　講 演　「白川　正順　先生」

16:00　～　　予演会　「荻原 真　先生」　※ケースプレゼンテーション試験

16:30　～　　予演会　「鳥村　亜矢　先生」　※第45回公益社団法人日本口腔インプラント学会学術大会　発表
　　　　　　　




講演内容
· 午前の部 ①　　

「骨補填材の臨床応用抄録﷽﷽﷽﷽﷽﷽﷽﷽﷽﷽﷽﷽﷽﷽﷽」
[bookmark: _GoBack]報徳歯科院長／一般社団法人東京形成歯科研究会　　豊田　寿久　先生

インプラント臨床において、GBR法を併用することは必要不可欠であり、様々な補填材が市販されている。良好な結果を得ようとすれば、補填材と血液生体材料を併用することが必要であり、造成部に時間経過とともにどの程度の骨質を持った新生骨が作られるのかを予測することも必要である。今回の講義では、手術所見と組織像を対比し、術後のX線像とも比較しながら、主に補填材としてのBio-Ossの用い方と勘所について症例を供覧したい。

〔略　歴〕
昭和６０年　　九州大学歯学部卒業
埼玉医科大学口腔外科入局
昭和６２年　　同大学口腔外科助手
平成　４年　　医学博士　
埼玉医科大学口腔外科非常勤講師
現在　　　　　報徳歯科院長
　　　　　　　日本口腔インプラント学会専門医
　　　　　　　韓国国際口腔インプラント学士会特別会員
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· 午前の部 ②

「イタリアインプラント学会のトピックとハイテクノロジー（２０１５年６月）」
テルミナ歯科クリニック院長／一般社団法人東京形成歯科研究会　　鳥村　敏明　先生

１９９２年から数多くのインプラント症例を行ってきましたが、当初は「いかに咬めるようにするか。」や「骨造成をいかに行うか。」が問題点でした。
２０年以上経過して、現在は「いかに安全に効率よく骨造成ができるか。」「いかに長期に良い状態を維持し、インプラント周囲炎を防ぐか。」「いかに審美的に仕上げるか。」です。２度目のイタリアインプラント学会に参加してそれらについて新しい有益なトピックスがありましたのでその概要をお話しします。

〔経歴〕
１９７２年　愛知学院大学歯学部卒業
歯学部口腔治療講座入局
鳥村歯科医院開院
２０００年　テルミナ歯科クリニック移転開院
２００７年　愛知学院大学　博士（歯学）取得
日本口腔インプラント学会専門医取得
○午後の部

「循環器疾患と歯科口腔外科ならびにインプラント」
－抗血栓療法患者のガイドラインを含めて－
医療法人神州 社団東京駅前歯科口腔外科理事長・院長/明海大学歯学部客員教授　白川正順先生

わが国はまさに世界第一位にランクされる超高齢化社会を迎えた。この社会状況にともなって、
歯科受診患者の年齢層や疾病構造が大きく変わってきたことは、言うまでもない。従来まで
は超高齢者や基礎疾患保有患者（以下有病者と略）の観血的処置は後方支援病院に依頼していた
というのが一般的であった。しかし、これほど有病者人口が増加すると、一般歯科臨床医にとっ
ても、有病者の観血的治療は避けては通れない診療域になっている。かかりつけ歯科医にとって
も有病者に対する知識と対処の方法を身につけ、有病者の歯科治療を積極的に取り組む必要があ
る。
疾患内容をみると、特に循環器系疾患が約60％を占め、歯科治療中の血圧変動による有形・無形
のトラブルが起こりやすいといえ、日常の臨床においても、その対応が不可欠である。例えば、
急激な血圧の変動、ショックや術中、術後の出血、術後感染などが問題になる。とくに、血圧の
変動を起こしやすい疾患は高血圧症、虚血性心疾患あるいは糖尿病、腎疾患の患者などが具体的
に挙げられる。
血圧変動の原因は心因的な内的ストレスと身体的な痛みなど外的ストレスが原因となるが、歯科
治療は両者のストレスが関連する。とくに心因的ストレス血圧変動との関連については関心が高
く、従来から多くの研究がなされてきた。とくに高血圧患者となると健康人に比べてストレスに
よる反応が敏感なため、術者の予測し得ないリスクが潜在する。
一方、循環器疾患患者の観血的処置は術中、術後の出血に悩まされる。多くの場合、抗血液凝固
薬を使用しているからである。抗血栓療法患者に対する観血的治療については日常臨床で苦慮す
ることが多いが、「抗血栓療患者の抜歯に関するガイドライン」が2010年10月に作成され、2014
年3月に改定されたので、本ガイドラインに沿って抗血栓療法患者のインプラント施行時の考え
方についても触れたい。
基礎疾患を保有する患者が急増する社会構造のなか、患者を口腔に限局せず、全人的に観察し
て、潜在するリスクを見逃さない訓練を積みたいものである。

〔略歴〕
氏名　白川正順　　　医学博士
学歴及び職歴
昭和41年3月　中央大学文学部英文科
昭和47年3月　日本歯科大学歯学部卒業
昭和47年5月　東京慈恵医科大学歯科学教室　　助手
昭和57年6月　東京慈恵医科大学歯科学教室　　講師
平成4年12月　東京慈恵会医科大学歯科学教室　　助教授
平成8年1月　 日本歯科大学歯学部口腔外科学教室第１講座　主任教授
平成20年4月　日本歯科大学附属病院口腔外科　教授
平成25年6月　日本歯科大学生命歯学部定年退職
平成25年7月　医療法人神州　社団東京駅前歯科口腔外科理事長・院長
平成26年4月　明海大学歯学部 客員教授　　　現在に至る
資　　格　
昭和59年9月(社)日本口腔外科学会認定医制度による口腔外科指導医、専門医
平成4年8月　日本口腔インプラント学会認定医制度による指導医、専門医
平成18年11月(社)日本顎顔面インプラント学会指導医・専門医　
平成12年10月　日本顎関節学会認定指導医、専門医　
平成21年8月　日本がん治療認定機構暫定教育医（歯科口腔外科）
平成23年1月　日本有病者歯科医療学会指導医、認定医
平成20年8月（社）日本先進インプラント学会指導医、専門医
学会活動（役職・主なもの）
（一社）日本先進インプラント学会理事長
（公）日本口腔外科学会名誉会員
（中）日本口腔科学会名誉会員
（一社））日本有病者歯科医療学会前理事長
（一社） 日本有病者歯科医療学会監事
（一社） 日本有病者歯科医療学会名誉会員

国際口腔インプラント会議顧問
日本メタルフリー歯科学会常任理事
日本病院歯科口腔外科協議会
著　書（主なもの）
・ 有病者歯科診療
・　有病者歯科治療ハンドブック
・　口腔外科学リファレンスマニュアル
・　臨床家のための歯科小手術ベーシックなど　
・　一般臨床家のためのインプラント・口腔外科小手術
－失敗しない切開・剥離・縫合のテクニック－　　著書多数。
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一般社団法人 東京形成歯科研究会　事務局
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